
田淵栗次氏森本泰好氏

之
ｍ
三
一
切

☆
新
し
く
な
っ
た
神
戸
地
下
街

３
月
配
日
に
神
戸
地
下
街
株

式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
が
長

○
○
三
○
ｍ
宛
『

☆
松
本
幸
三
愛
を
唄
う

イ
タ
リ
ア
、
中
国
な
ど
国
際

的
に
活
躍
し
て
い
る
テ
ノ
ー
ル

歌
手
、
松
本
幸
三
が
コ
ン
パ
ク

ト
デ
ィ
ス
ク
製
作
記
念
を
祝
い

ホ
テ
ル
ゴ
ー
フ
ル
リ
ッ
ッ
で
デ

ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
を
公
演
す
る
。

氏
は
ミ
ラ
ノ
。
ヴ
ェ
ル
デ
イ
音

楽
院
を
卒
業
し
た
後
、
ゲ
ル
ハ

ル
ト
・
ヒ
ュ
ッ
シ
ュ
氏
等
に
師

事
。
第
５
回
日
伊
コ
ン
ク
ー
ル

に
入
賞
、
各
国
で
幅
広
く
活
動

を
続
け
て
い
る
。
今
回
の
曲

目
は
〃
マ
イ
ウ
ェ
イ
″
〃
時
計
″

な
ど
。
情
熱
の
龍
っ
た
シ
ョ
ー

が
期
待
さ
れ
る
。
５
月
”
日

（
日
）
７
時
開
演
。
一
人
￥
２
３
，

０
０
０
垂
３
０
３
１
５
５
５
５

島
隆
氏
よ
り
田
淵
築
次
氏
へ
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
た
。
専
務
取

締
役
に
は
森
本
泰
好
氏
が
留

任
。
百
店
会
の
仲
間
も
多
く
入

っ
て
い
る
〃
さ
ん
ち
か
″
が
こ

れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て

い
く
か
注
目
さ
れ
る
。

唖
３
９
１
１
４
０
２
４
㈹

ＳＰＥＣＵＡＬＭＥＳＳＡＧＥ
＃

車

神戸百店会だより鰭

両

松本幸三氏

持
つ
山
下
洋
輔
は
、
欧
米
で
も

人
気
が
あ
る
。
鈴
木
一
郎
も
カ

ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
演
奏
す
る

な
ど
、
国
際
的
な
活
躍
を
し
て

い
る
。
２
人
の
個
性
が
ど
の
よ

う
に
ぶ
つ
か
り
合
う
か
注
目
し

た
い
。
会
場
は
ポ
ー
ト
ピ
ァ
ホ

テ
ル
本
館
・
倍
楽
の
間
で
７
時

釦
分
１
９
時
。

恋
３
０
２
１
１
１
１
１

山下洋輔 マキシム ･ ベンケーロフ

鴬
初
公
演
と
な
る
。
ク
ラ
シ
ッ
ク

フ
ァ
ン
な
ら
ず
と
も
必
見
の
価

値
あ
り
。

５
月
配
日
（
土
）
７
時
開
演
。
当

日
券
￥
３
，
５
０
０
（
当
日
座
席

引
換
）
於
田
崎
ホ
ー
ル
（
ポ
ー
ト

ラ
イ
ナ
ー
市
民
広
場
駅
下
車
）

恋
０
６
１
３
４
１
１
０
５
４
７

宛
、
○
一
『
ア
Ｆ

☆
魅
惑
の
音

レ
ー
ピ
ン
、
キ
ー
シ
ン
、
五

鴫
み
ど
り
な
ど
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

界
に
力
強
い
新
風
が
吹
い
て
い

る
が
、
妬
年
に
ウ
ィ
ニ
ァ
ウ
ス

キ
ー
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝

し
た
ソ
連
の
マ
キ
シ
ム
・
ベ
ン

ゲ
ー
ロ
フ
も
そ
ん
な
注
目
を
集

め
て
い
る
神
童
の
ひ
と
り
。
５

歳
か
ら
名
指
揮
者
ザ
ハ
ー
ル
・

ブ
ロ
ン
教
授
の
下
で
バ
イ
オ
リ

ン
を
習
い
始
め
、
６
歳
に
し
て

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
共
演
。
そ
う

そ
う
た
る
審
査
員
た
ち
に
圧
倒

的
な
感
動
を
与
え
る
な
ど
輝
や

か
し
い
経
歴
の
持
ち
主
。

今
回
が
大
阪
・
神
戸
で
の

○
○
三
○
ｍ
力
『

☆
山
下
洋
輔
・
鈴
木
一
郎

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

５
月
調
日
に
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ

テ
ル
で
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
山

下
洋
輔
と
ギ
タ
リ
ス
ト
鈴
木
一

郎
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
催
さ
れ
る
。
肘
で
ピ
ア
ノ

の
鍵
盤
を
打
つ
独
特
の
奏
法
を

一一d E蝿騨

零M 顎覇盤

郎鈴木
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１
３９
１

○
℃
、
ｚ

★
東
京
紀
尾
井
町
に
花
隈
の

料
亭
「
松
廼
家
哩
が
開
店

大
正
６
年
に
創
業
さ
れ
た

花
隈
の
料
亭
刊
松
辿
家
」
の

紀
尾
井
町
店
が
昨
年
皿
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
。
超
近
代
的

な
ピ
ル
の
一
隅
の
純
日
本
風

の
店
が
眼
を
魅
き
つ
け
る
。

瀬
戸
内
の
新
鮮
な
魚
介
、

最
高
級
神
戸
牛
な
ど
、
厳
選

さ
れ
た
素
材
を
使
用
し
、
揮

身
の
技
か
ら
生
れ
る
逸
品
の

数
々
は
、
幾
多
の
美
食
家
た

ち
を
う
な
ら
せ
る
こ
と
は
必

至
。
４
１
鋤
名
用
の
個
室
が

用
意
さ
れ
て
お
り
、
大
切
な

方
の
お
も
て
な
し
に
段
適
。

ま
た
バ
ー
も
あ
り
、
ゆ
っ
た

く
つ
ろ
げ
る
の
も
嬉
し
い
。

③
東
京
都
千
代
田
区
紀
尾
井
町
３
．
，

吃
紀
尾
井
町
ピ
ル
－
Ｆ

宮
０
３
‐
２
３
０
．
８
７
９
０

、蝉
j 磯

豊
需
驚
浬
麺

『
○
で
一
○
い

テテ函ス５ヘナをそル材蹴フ２７う縦ェ、

灘謹識I鐸
ンＦ］、とア花 < ィ業知 ･ 月ゎをシ

－スはぼや O し１０わす毛 ”ヤブ二形及勝⑥

; 雌擁灘～総蕊哩淘撫繊
識縦‘: 識謹灘
非イ〃のお O と￥５味ト スのジレｕをＬ

蕊蕊
イントコンーリ・・・トチケットを３
端厳にプレゼンサ。５月２９m
( 火) ７１躯0 分より、ポートピア
ホテルＢ１，階難のM M I こて開
演。エキサイティングな便が期
待できる。

P E O P L E ＜7 7 ＞

⑧伝統ある中にも新しさが
丸山和美さん<怒雰可部主任〉
レディスフプッションの老舗“ウィン

ザー”が３月に新装開店し、新しくグィ
ード・パスクァリ店もオープン。店内は
明るいヨーロッパ風でミラノ、パリの洗
練されたムードが漂う。「昔からのお得
意様や新しいお客様のニーズに応えられ
るお店にしたいです｡ 」と語る丸山さん
はウィンザーに入社して１０年以上の大べ
テラン。

P R E S E N T
〔ＯＲＮＥＲ

甲
応
募
方
法
ｅ
葉
書
に
住
所
、
氏
名
、
竜
話
番
号
、
希

鯉
す
る
商
品
名
を
明
記
の
上
、
神
戸
市
中
央
区
東
可

、
１
１
大
神
ピ
ル
９
Ｆ
、
月
刊
神
戸
っ
子
」
神
戸
百

店
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
ご
応
募
下
さ
い
。
５
月
末

日
消
印
ま
で
有
効
で
す
。
当
選
者
に
は
神
戸
っ
子
か

ら
当
選
葉
書
を
発
送
や
葉
書
を
持
っ
て
神
戸
っ
子
ま

で
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
壱
受
け
取
り
に
お
越
し
下
さ
い
。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



朝比奈千足

た足比者は
りが奈の指
、あ千朝揮

し
て
い
る
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
王
妃

コ
ン
ク
ー
ル
。
こ
の
伝
統
と
栄

光
に
包
ま
れ
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
の

登
龍
門
で
、
Ｗ
年
見
事
に
優
勝

を
果
し
た
ア
ン
ド
レ
イ
・
ニ
コ

ル
ス
キ
ー
。
豊
か
な
感
性
で

「
叫
び
」
を
有
す
る
資
質
を
示

す
彼
の
演
奏
は
あ
な
た
に
き
っ

と
焼
け
つ
く
よ
う
に
熱
い
世
界

を
見
せ
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。

☆
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
・
面
白
ゼ
ミ

ナ
ー
ル

５
月
別
日
（
木
）
把
時
犯
分
神
戸
風
月

堂
ホ
ー
ル
２
，
５
０
０
円

５
回
目
を
迎
え
た
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
・
面
白
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
今

回
の
テ
ー
マ
は
、
「
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
は
一
白
水
星
」
。
司
会
に

薗
告
※

☆
ア
ン
ド
レ
イ
・
ニ
コ
ル
ス
キ

ー
、
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

レ
オ
ン
・
フ
ラ
イ
シ
ャ
ー
、

ウ
ラ
デ
イ
ミ
ー
ル
・
ア
シ
ュ
ケ

蕊

ソ
プ
ラ

ノ
に
藤

雲

■

ト
レ
ー
い
つ

雪
た
著
名

密
な
ビ
ア

錘
一
一
ス
ト

感
を
数
々

生
み
だ

ナ
ー
ジ

句

族
。
ふ
ぉ
る
む
が
贈
る
初
夏
の

公
演
「
爽
竹
桃
が
舞
っ
て
、
風

の
よ
う
な
流
離
い
が
は
じ
ま
っ

た
ｌ
」
は
、
そ
ん
な
シ
ー
ン

か
ら
始
ま
る
。
人
は
な
ぜ
、
一

☆
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場

「
ニ
ュ
ー
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

演
劇
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
は
何

と
も
嬉
し
い
企
画
、
水
戸
芸
術

館
Ａ
Ｃ
Ｍ
劇
場
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
参
加
作
品

が
そ
の
ま
ま
、
神
戸
へ
や
っ
て

く
る
。
競
演
す
る
の
は
東
西
の

人
気
４
劇
団
。
「
シ
ェ
ー
ク
ス

原
啓
子
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
福

富
博
之
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
加

わ
り
、
占
い
の
世
界
で
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
が
い
か
に
ミ
ス
テ
リ
ア

ス
な
姿
を
見
せ
る
か
ｌ
に
挑

戦
す
る
。,i'１重

演

劇

一
認
識

箪瞥

零
Ｋ竃

家族とは何か？

らた現よ然駅ﾉ ｣ 、
ぬ見わう風にさ
家知れ I この突な

個性派の競演
おあっしマをピ
すうかくにテァ
す。りぷ激Ｉ ｰ

つ
の
所
に
住
ん
で
い
る
の
が
当

然
だ
と
思
う
の
だ
ろ
う
か
ｌ

遠
い
時
間
に
想
い
を
は
せ
、
自

分
自
身
の
心
の
底
を
さ
ぐ
っ
て

み
よ
う
。ご

・
．

め
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
人
気

急
上
昇
の
花
組
芝
居
。
艶
や
か

で
魅
惑
的
な
舞
台
が
期
待
で
き

そ
う
だ
。

⑳
南
河
内
万
歳
一
座
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」

５
月
吃
日
（
土
）
腸
時
・
灼
時
／
旧
臼

（
日
）
旧
時
２
，
８
０
０
円
２
，
３

０
０
円
（
３
階
席
）

⑧
第
三
エ
ロ
チ
カ
「
マ
ク
ベ
ス
と
い
う
名

の
男
」

５
月
旭
日
（
土
）
胴
時
・
旭
時
／
加
日

（
日
）
腸
時
３
，
５
０
０
円
３
，
０

０
０
円
（
３
階
席
）

●
遊
◎
機
械
／
全
自
動
シ
ア
タ
ー
「
ム
ー

ン
ラ
イ
ト
ー
〃
真
夏
の
夜
の
夢
よ
り
ｌ
と

５
月
妬
日
（
土
）
猫
時
・
旧
時
／
刀
日

（
日
）
旧
時
３
，
５
０
０
円
３
，
０

０
０
円
（
３
階
席
）

、
花
組
芝
居
「
花
組
沙
翁
劇
ロ
ミ
オ
＆
ジ

ュ
リ
エ
ッ
ト
ー
ベ
ロ
ー
ナ
渡
来
花
組
翁
劇

ｌ
」６月

２
日
（
土
）
巧
時
・
⑬
時
／
３
日

（
日
）
腸
時
３
，
５
０
０
円
３
，
０

０
０
円
（
３
階
席
）

☆
劇
団
「
ふ
ぉ
る
む
」
Ⅷ
年

初
夏
公
演

５
月
伯
日
（
土
）
栃
時
・
旧
時
／
加
日

（
日
）
泊
時
・
Ⅳ
時
芦
屋
カ
フ
ェ
・
ホ

ー
ル
一
般
２
，
０
０
０
円
中
高
生

１
，
５
０
０
円

最
終
列
車
が
出
た
あ
と
の

を
ビ
ジ

ュ
ア
ル

に
見
せ

る
南
蛮

フランシスコ・
ザビエル

屍
風
や
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ

ビ
エ
ル
像
な
ど
、
貴
重
な
名
品

を
展
示
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も

保
存
条
件
に
よ
り
展
示
期
間
を

制
限
し
て
い
た
館
蔵
資
料
な
の

で
、
お
見
逃
し
な
く
…
。

一
》
》
辱
く
映
画

★
人
生
の
彩
り
を
甘
く
「
ド
ラ

イ
ビ
ン
グ
ミ
ス
デ
イ
ジ
ー
」

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
最
優
秀
作
品

賞
。
他
９
部
門
ノ
ミ
ネ
ー
ト

１
１４０
１

☆
南
蛮
。
紅
毛
・
異
国
趣
味
展

４
月
７
日
（
土
）
ｌ
う
月
酌
日
（
日
）
加

時
Ｉ
Ｗ
時
（
入
館
は
妬
時
訓
分
ま
で
）
休

館
日
は
毎
週
月
曜
日
、
他
５
月
８
日
（
火
）

神
戸
市
立
博
物
館
一
般
２
０
０
円
高

大
生
１
５
０
円
小
中
生
１
０
０
円

焔
世
紀
に
日
本
と
西
洋
が
初

め
て
出
会
っ
た
歴
史
的
な
瞬
間
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蕊

南
部
の
美
し
い
町
・
ア
ト
ラ
ン

タ
で
静
か
に
余
生
を
過
す
デ
イ

ジ
ー
。
彼
女
の
人
生
の
黄
昏
に

は
思
い
が
け
い
出
会
い
が
待
っ

て
い
た
。
真
正
面
か
ら
〃
人
間

の
心
″
の
問
題
を
繊
細
に
描
い

た
映
像
は
何
の
誇
張
も
な
く
、

静
か
な
感
動
を
広
げ
て
ゆ
く
。

き
っ
と
観
る
者
の
素
晴
ら
し
い

思
い
出
と
な
る
だ
ろ
う
。

掃
除
婦

ら
で
、
父

助
親
の
違

準
う
５
人

極
の
子
供

思
を
育
て

る
ジ
ュ

☆
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

・
森
の
歌

週
日
（
日
）
皿
時
西
宮
市
民
会
館
ア

ミ
テ
ィ
ホ
ー
ル
３
５
０
０
円

☆
佐
伯
幸
子
ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

岨
日
（
金
）
旭
時
釦
分
元
町
神
戸
風

月
堂
ホ
ー
ル
２
５
０
０
円

☆
４
ｎ
ｄ
ヴ
ァ
ン
ガ
ー
ド
・
ジ
ャ
ズ
・

コ
ン
サ
ー
ト

四
日
（
土
）
岨
時
訓
分
芦
屋
ル
ナ
ホ

ー
ル
２
８
０
０
円

☆
デ
ュ
オ
ハ
ヤ
シ
リ
サ
イ
タ
ル

迦
日
（
月
）
蝿
時
訓
分
兵
庫
県
公
館

内
迎
賓
館
３
０
０
０
円

☆
ピ
ア
ノ
ク
ワ
ル
テ
ッ
ト
の
夕
べ

型
日
（
木
）
皿
時
兵
庫
県
民
小
劇
場

２
０
０
０
円

★
神
戸
市
民
交
響
楽
団
定
期
演
奏
会

”
日
（
日
）
型
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
５
０
０
円

薗
蔓

砲
：

☆
劇
舎
畳
気
楼
「
さ
ら
さ
ら
」

に霊
し
た
話

》
準
や
癖

メ
リ
カ

☆
ハ
ッ
ピ
ー
な
「
ロ
ミ
ュ
ア
ル

ド
．
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」

５
月
５
日
（
土
）
１
５
月
把
日
（
月
）

「
ロ
ッ
ポ
ニ
カ
三
宮
」
に
て
ロ
ー
ド
シ
ョ

ー
一
般
１
，
６
０
０
円
大
高
生
１
，

３
０
０
円

大
手
乳
製
口
中
会
社
の
ロ
ミ
ュ

ア
ル
ド
。
そ
の
会
社
の
深
夜

忽
鴇

兵
庫
県
日
本
画
家
連
盟
会
員
展

５
／
、
１
５
／
晦

フ
ォ
ト
・
レ
デ
ィ
ス
彩
写
真
展

５
／
Ⅳ
１
５
／
理

神
戸
二
紀
女
流
作
家
展５

／
理
１
５
／
鯛

輝
塁
会
展
５
／
瓢
１
６
／
５

★
海
文
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー

吉
田
博
信
ガ
ラ
ス
切
り
子
展

５
／
２
１
５
／
８

タ
ピ
ス
・
ク
ラ
ー
ベ
・
タ
マ
ョ
展

５
／
９
１
５
／
蝿

南
和
好
個
展
５
／
鯛
１
５
／
妬

☆
県
民
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第
瓢
回
日
本
水
彩
画
会
兵
庫
支
部
展

５
／
２
１
５
／
７

第
幻
回
公
募
交
通
安
全
書
道
展

５
／
５
１
５
／
６

第
晒
回
文
化
書
道
神
戸
学
童
展

５
／
５
１
５
／
６

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ラ
ワ
ー
花
穂
作
品
展

５
／
８
１
５
／
埠

第
犯
回
兵
庫
県
美
術
家
同
盟
公
募
展

５
／
９
１
５
／
巧

★
南
京
町
ギ
ャ
ラ
リ
ー

Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ

写
真
展
ｌ
滝
え
り
子
・
昭
和
か
ら
平

成
へ
唄
う
５
／
鰹
１
５
／
鯛

鱗ｎ日（金）・狸日（
土
）
卿
時
哩

日
（
日
）
型
時
か
ん
し
ん
ホ
ー
ル

１
５
０
０
円

★
神
戸
シ
テ
ィ
オ
ペ
ラ
公
演
・
ラ
・
ボ

エ
ー
ム

皿
日
（
土
）
超
時
訓
分
・
週
日
（
日
）

型
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル
Ｓ
４
１

２
０
円
Ａ
３
０
９
０
円
Ｂ
２
０
６

０
円

☆
劇
団
Ｎ
Ⅲ
Ｔ
公
演
コ
ー
ノ
チ
カ
」

酪
日
（
金
）
畑
時
遁
分
妬
日
（
土
）

哩
時
・
超
時
遁
分
”
日
（
日
）
、
時

部
分
神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル
３
４
５

０
円

★
国
立
ス
ベ
ル
ド
ロ
フ
ス
ク
パ
レ
エ
オ

ペ
ラ
劇
場
公
演

型
日
（
木
）
岨
時
訓
分
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル
３
５
０
０
円

☆
黒
津
明
監
督
作
品
集

「
虎
の
尾
を
踏
む
男
達
」
「
蜘
妹
巣
城
」

「
隠
し
砦
の
三
悪
人
」

、
日
（
木
）
．
ｎ
頁
（
金
）
鵡
時
加
分

哩
日
（
土
）
ｎ
時
シ
ー
ガ
ル
ホ
ー
ル

－
２
０
０
円 環
：

灘鍵

リ
エ
ッ
ト
。

あ
る
日
、
ロ
ミ
ュ
ア
ル
ド
が

思
わ
ぬ
翼
を
仕
掛
け
ら
れ
た
こ

と
か
ら
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
大
活

躍
が
始
ま
る
。
現
代
の
お
と
ぎ

噺
の
よ
う
な
ハ
ッ
ピ
ー
な
ハ
ッ

ピ
ー
な
オ
ハ
ナ
シ
。

☆
ハ
デ
に
繰
り
ひ
ろ
げ
る

「
ロ
ー
ズ
家
の
戦
争
」

５
月
中
旬
よ
り
「
阪
急
会
館
」
に
て
ロ
ー

ド
シ
ョ
ー
一
般
１
，
６
０
０
円
大
高

生
１
，
３
０
０
円

「
ロ
マ
ン
シ
ン
グ
ス
ト
ー
ン
」

で
お
馴
染
み
の
“
領
コ
ン
ビ
、

関☆神 ' 9 0 絵神サ☆守婁市佐☆現近森爽東☆
西ギ戸燦師戸ンさ屋正川藤そ代代麗岐ヨ大
版ヤの環八のスん動網元せご陶ヨ子会１丸
画ラ水展朗百卜ち油書晴つう芸’展果ヲ鴇遮り道美人アか絵画油白美春ロ
盟Ｉ展貌色〃ホ展展絵紙術秋ツ画パ画
展さ絵紙蚤Ｉ展ち画会パ新絵廊
ん展展のルぎ廊展絵作画
源ヌ””1 ｒ””＆ジ鴻”展〉展
３３１２４１７１０３２３１６９１画２４１７１０３２６
ｉｌｌｌｌｌＩｌｌｌｌＩｌｌ

５６５５ 5 5 5 5 ５５ 5 ５ 5 5 ５
／／／／／／／／／／／／／／／
８5 2 9 2 2 1 5 8 2 ８２０１４７２９２２１５８１

の
離
婚
大
戦
争
映
画
。

幕
あ
け
の
激
し
く
て
、

愛
の
ゆ
く
え
。

★
「
ロ
ミ
ュ
ア
ル
ド
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」

の
チ
ケ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
葉
書
に
住

所
・
氏
名
を
明
記
の
上
、
神
戸
っ
子
「
モ

ダ
ン
カ
ル
チ
ャ
ー
・
映
画
係
ま
で
」

１
１４１
１

壮’９０１
烈年ナ
な代１

幸福なんて束の間

ンサとグルマ
･ リキラ・イ
タ１ヤスダケ

＃
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『
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
・
ミ
ス
・
デ
イ
ジ
ー
』

．'蝋蕊壱。

一
涙
し
、
し
か

し
や
が
て
じ

っ
く
り
と
考

え
て
く
る
と

し
み
じ
み
と

わ
か
っ
て
く

る
よ
う
な
映

画
を
ア
メ
リ

カ
映
画
が
あ

こ
と
し
の
ア
カ
デ
ミ
ー
作
品
賞

こ
れ
が
ア
カ
デ
ミ
ー
作
品
賞
を
と
っ
た
の
は
、
ま
だ
し
も
「
七

月
四
日
に
生
れ
て
」
で
な
か
っ
た
こ
と
で
ホ
ッ
と
し
た
。
「
七
月

四
日
に
生
れ
て
」
の
オ
リ
バ
ー
・
ス
ト
ー
ン
監
督
は
商
算
が
む
き

出
し
で
下
品
だ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
監
督
が
ア
カ
デ
ミ
ー
の
監
督

賞
を
と
っ
た
の
は
、
今
や
盛
り
上
っ
た
こ
の
監
督
の
勢
い
に
オ
ス

カ
ー
も
両
手
を
あ
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
「
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
・
ミ
ス
・
デ
イ
ジ
ー
」
が
作
品
賞
を
取

っ
た
の
も
や
や
意
外
。
私
に
は
「
フ
ィ
ー
ル
ド
・
オ
ブ
・
ド
リ
ー

ム
ス
」
の
ほ
う
が
は
る
か
に
出
来
は
立
派
と
思
え
た
の
に
。
け
れ

ど
も
「
ド
ラ
イ
ピ
ン
グ
…
…
」
が
作
品
賞
を
と
っ
た
こ
と
で
、
私

は
ア
メ
リ
カ
が
今
し
き
り
に
善
良
に
戻
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を

感
じ
と
っ
た
。
こ
の
「
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
…
…
」
は
、
誰
だ
っ
て
初

め
っ
か
ら
ラ
ス
ト
・
シ
ー
ン
が
想
像
で
き
る
ス
ト
ー
リ
ー
だ
。
し

か
も
南
部
の
ア
ト
ラ
ン
タ
で
一
九
四
八
年
か
ら
二
十
五
年
間
の
老

女
と
黒
人
運
転
手
の
話
。
初
め
こ
の
黒
人
を
嫌
っ
た
老
女
が
そ
の

二
十
五
年
間
に
黒
人
と
〃
こ
こ
ろ
″
の
友
と
な
る
ま
で
の
ヒ
ュ
ー

マ
ン
・
ス
ト
ー
リ
ー
。
も
う
初
め
っ
か
ら
結
果
の
わ
か
っ
た
映
画

な
の
だ
。
最
も
モ
ダ
ァ
ン
な
新
し
い
感
覚
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ス
ト

ー
リ
ー
の
「
フ
ィ
ー
ル
ド
・
オ
ブ
・
ド
リ
ー
ム
ス
」
、
こ
れ
は
い

っ
た
い
何
の
こ
と
か
わ
か
ら
ぬ
う
ち
に
胸
に
せ
ま
る
あ
た
ら
し
い

タ
イ
プ
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ス
ト
ー
リ
ー
な
の
に
、
こ
れ
を
蹴
っ
て

「
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
…
…
」
に
作
品
賞
が
行
っ
た
の
は
何
ご
と
か
と

思
う
。け

れ
ど
も
「
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
…
…
」
は
い
か
に
も
わ
か
り
い

い
。
し
か
も
黒
入
ぎ
ら
い
の
土
地
だ
っ
た
南
部
ア
ト
ラ
ン
タ
で
、

すなおに、型にはまったストーリー

ユ
ダ
ヤ
人
で
学
校
教
師
を
し
て
い
た
か
た
く
な
な
老
女
七
十
二
歳

が
そ
の
二
十
五
年
間
の
あ
い
だ
に
黒
人
運
転
手
を
家
族
同
然
の
友

に
す
る
。
そ
し
て
ラ
ス
ト
は
、
数
え
て
九
十
七
歳
に
も
な
ろ
う
と

す
る
老
女
が
、
黒
人
運
転
手
か
ら
ス
プ
ー
ン
で
す
く
っ
て
も
ら
っ

た
皿
の
オ
レ
ン
ジ
を
小
さ
く
口
を
開
け
て
食
べ
さ
せ
て
も
ら
う
。

こ
れ
は
泣
く
涙
も
出
な
い
わ
か
り
き
っ
た
映
画
で
あ
る
。
け
れ
ど

も
、
タ
ン
タ
ン
と
す
な
お
に
ス
ト
ー
リ
ー
は
進
む
。
老
女
の
黒
人

へ
の
冷
た
さ
も
や
や
コ
ッ
ケ
イ
。
ま
た
黒
人
運
転
手
が
叱
ら
れ
て

も
柳
に
風
と
受
け
流
す
。
こ
の
主
人
と
召
使
い
の
シ
ュ
テ
ィ
エ
イ

シ
ョ
ン
は
ま
さ
に
ハ
マ
リ
キ
ッ
タ
型
で
あ
る
の
に
、
こ
の
映
画
か

ら
は
ほ
ほ
え
ま
し
く
さ
わ
や
か
な
風
が
吹
く
。

考
え
る
と
今
ア
メ
リ
カ
映
画
は
も
う
一
度
戦
前
の
あ
の
ア
メ
リ

カ
の
美
し
い
映
画
、
そ
の
時
代
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
い
る
か
に

見
え
た
。
思
え
ば
レ
オ
・
マ
ッ
ケ
リ
ィ
監
督
の
「
明
日
は
来
ら

ず
」
（
一
九
三
七
）
や
「
我
が
道
を
行
く
」
（
一
九
四
四
）
あ
た
り

に
戻
り
た
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
、
単
純
に
わ
か
り
、
単
純
に

１
４２
１
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繍
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１
１４３
１

ら
た
め
て
誉
め
だ
し
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
じ
っ
さ
い
「
我

が
道
を
往
く
」
を
よ
か
っ
た
よ
か
っ
た
と
言
っ
た
あ
の
こ
ろ
、
日

本
に
上
陸
し
た
ア
メ
リ
カ
兵
の
顔
は
い
か
に
も
善
良
だ
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
こ
の
ご
ろ
の
車
の
追
っ
か
け
、
ガ
ン
・
プ
レ
イ
の
恐

怖
、
そ
れ
ら
の
ア
ク
シ
ョ
ン
映
画
を
楽
し
む
ア
メ
リ
カ
人
あ
る
い

は
日
本
人
の
顔
に
は
や
さ
し
さ
が
な
い
。
ア
メ
リ
カ
が
オ
ス
カ
ー

像
を
「
デ
イ
ジ
ー
…
…
」
に
与
え
た
の
も
〃
ア
メ
リ
カ
よ
目
を
さ

ま
せ
…
…
″
か
も
し
れ
ま
い
。

し
か
し
ま
た
こ
れ
が
オ
ス
カ
ー
を
取
っ
た
の
は
、
主
役
の
ジ
ェ

シ
ヵ
・
タ
ン
デ
ィ
ゆ
え
で
も
あ
ろ
う
。
舞
台
の
指
折
り
女
優
で

「
慾
望
と
い
う
名
の
電
車
」
の
あ
の
主
役
の
ブ
ラ
ン
シ
ュ
も
演
じ

バ
ー
ド

た
こ
と
が
あ
る
。
映
画
で
は
「
烏
」
に
出
た
り
「
コ
ク
ー
ン
」
に

は
夫
の
ヒ
ュ
ー
ム
・
ク
ロ
ー
ー
ー
ン
と
も
出
て
は
い
る
が
、
ま
と
も

に
デ
ン
と
お
さ
ま
っ
た
主
役
は
こ
れ
が
初
め
て
で
、
こ
れ
が
ま
た

雛

は
町
の
さ
る
会
社
の
社
長
。

こ
の
母
た
る
老
女
は
ユ
ダ
ヤ

人
で
、
し
つ
か
り
も
の
で
ケ

チ
。
と
こ
ろ
が
事
故
を
お
こ

し
、
も
う
老
女
の
運
転
で
は

あ
ぶ
な
い
と
息
子
（
ダ
ン
・

エ
イ
ク
ロ
イ
ド
）
が
少
し
上

等
な
車
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

た
。
し
か
も
黒
人
の
運
転
手

（
モ
ー
ガ
ン
・
フ
リ
ー
マ
ン
）

つ
き
で
、
こ
れ
が
シ
マ
ツ
屋

の
母
に
は
気
に
入
ら
な
か
つ

た
。
と
く
に
黒
人
運
転
手
つ
き
が
い
か
に
も
気
に
入
ら
な
か
っ

た
。
自
分
は
ま
だ
運
転
は
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
こ
の
老
女
は
黒

人
を
、
と
き
に
き
び
し
く
、
と
き
に
皮
肉
に
い
じ
め
る
の
だ
が
、

く
ろ
う
に
ん
絶
だ

世
の
中
の
こ
と
を
知
り
す
ぎ
た
苦
労
人
肌
の
黒
人
運
転
手
は
や
わ

ら
か
く
こ
の
老
女
に
し
た
が
っ
て
、
老
女
の
本
当
の
フ
レ
ン
ド
に

な
っ
て
ゆ
く
。
ジ
ェ
シ
カ
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
息
子
役
の
コ
メ
デ
ィ

型
だ
っ
た
ダ
ン
・
エ
イ
ク
ロ
イ
ド
が
舞
台
的
演
技
な
が
ら
実
に
巧

い
。
も
と
も
と
こ
れ
は
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
で
四
年
間
ロ
ン
グ
ラ
ン

の
ヒ
ッ
ト
を
と
っ
た
芝
居
の
映
画
化
だ
。
さ
て
共
演
の
モ
ー
ガ
ン

・
フ
リ
ー
マ
ン
は
舞
台
あ
が
り
の
実
に
巧
い
黒
人
俳
優
だ
が
、
こ

こ
で
は
さ
と
り
す
ぎ
た
演
技
で
も
っ
て
、
ジ
ェ
シ
カ
を
食
わ
ぬ
ひ

か
え
め
。
こ
れ
が
助
演
男
優
賞
を
「
グ
ロ
ー
リ
ー
」
の
黒
人
俳
優

デ
ン
ゼ
ル
・
ワ
シ
ン
ト
ン
に
ゆ
ず
る
は
め
に
な
っ
た
の
か
。
と
に

か
く
サ
ラ
リ
と
し
た
モ
ー
ガ
ン
の
演
技
も
捨
て
が
た
い
。
監
督

は
、
ブ
ル
ー
ス
・
ベ
レ
ス
フ
オ
ー
ド
。

母（ジェシカ・タンディ）は、息子のプレゼントが気に入らなかった。
５月1 2 日より神戸新聞会館シネマエにて上映。

オ
ス
カ
ー
賞
を
も
た
ら
し
た
か
。
オ
ス
カ
ー
は
「
デ
イ
ジ
ー
…
」

に
作
品
。
主
演
女
優
・
脚
色
・
メ
イ
ク
と
華
や
か
に
受
賞
を
な
ら

べ
た
が
、
メ
イ
ク
こ
れ
は
こ
の
老
女
を
九
十
七
歳
と
い
う
年
に
し

た
こ
と
で
賞
を
取
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ほ
ん
と
う
は
ジ
ェ
シ
カ
・

タ
ン
デ
ィ
は
八
十
一
歳
だ
よ
。×
×

か
い
つ
ま
ん
で
ス
ト
ー
リ
ー
を
話
す
と
老
女
は
や
も
め
で
息
子
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入
館
の
保
存
。
敷
際
処
理
）
、
ス

テ
ラ
三
宮
（
夜
景
の
演
出
）
、識

神
一
戸
の
表
玄
関
と
も
言
え
る
す
る
等
の
整
備
が
な
さ
れ
る
。

Ｊ
Ｒ
一
一
一
ノ
宮
駅
が
、
２
年
後
に
年
娠
脈
嬬
始
予
定
は
１
９
９
２

華
麗
な
変
身
を
遂
げ
る
。

☆
神
戸
の
玄
関
口
華
麗
に
変
身
ハ
イ
セ
ン
ス
な
駅
」
「
情
報
と
文

Ｊ
Ｒ
三
ノ
宮
駅
が
改
修
へ
化
の
キ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

牢

生まれ変わるＪＲ三ノ宮駅

☆
太
陽
神
戸
三
井
銀
行
が

‐= ＝q 画鋲一

シ
テ
イ
ラ
イ
フ
三
宮
ピ
ル
（
敷

は
次
の
通
り
。

シ
ラ
カ
ワ
レ
ジ
デ
ン
ス
（
異

る
賞
。

１
１４４
１

今
回
の
受
賞
作
と
受
賞
理
由

②

●

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



蕊
鐸侮

ア
メ
ニ
テ
ィ
豊
か
な
住
環
境

を
創
造
し
、
世
界
に
誇
れ
る
美

し
い
街
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

国
際
的
視
野
か
ら
の
技
術
や
情

報
の
交
流
を
図
る
た
め
の
会
議

と
な
る
。

講
演
は
映
像
作
家
の
吉
田
直

哉
氏
、
フ
ラ
ン
ス
の
建
築
家
ポ

ー
ル
。
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
氏
の
両

名
。
ま
た
如
月
小
春
さ
ん
、
幸

田
シ
ャ
ー
ミ
ン
さ
ん
、
残
間
里

江
子
さ
ん
と
い
っ
た
ユ
ニ
ー
ク

な
パ
ネ
リ
ス
ト
を
集
め
て
の
セ

ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
る
。

国
問
い
合
わ
せ
・
国
際
最
観
会
議
ひ
ょ
う

ご
別
事
務
局
衝
３
６
１
ｉ
ｌ
９
７
５

☆
洋
菓
子
フ
ァ
ン
は
大
集
合

５
月
３
日
１
８
日
に
大
丸
神

戸
店
で
「
第
３
回
味
の
名
匠
・

技
の
エ
ス
プ
リ
洋
菓
子
天
国
Ｋ

Ｏ
Ｂ
Ｅ
展
」
が
開
催
さ
れ
る
。

監
修
は
サ
ン
テ
レ
ピ
の
デ
イ

レ
ク
タ
ー
で
「
洋
菓
子
天
国
Ｋ

Ｏ
Ｂ
Ｅ
」
の
著
者
で
あ
る
村
上

和
子
さ
ん
。

内
容
は
①
名
匠
釦
名
に
よ
る

工
芸
菓
子
の
作
品
展
示
。
②
ミ

ニ
シ
ョ
ッ
プ
を
展
開
し
ケ
ー
キ

ク

洋菓子はやはり神戸です

ＦＭキッスのロゴマー

》
静
．
》
》
識
癖
癖
》
》
》

の
製
作
販
売
。
③
ケ
ー
キ
パ
ー

テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
ケ
ー

キ
の
試
食
。
④
毎
日
廻
時
と
３

時
に
民
俗
婚
礼
衣
装
の
花
嫁
に

よ
る
祝
い
菓
子
の
サ
ー
ビ
ス

等
。旧

居
留
地
が
生
み
出
し
た
神

戸
ハ
イ
カ
ラ
文
化
の
代
表
と
も

言
え
る
洋
菓
子
文
化
の
真
髄
に

触
れ
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。

☆
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ネ
ー
ム
は

〃
Ｆ
Ｍ
ｌ
Ｋ
ｉ
Ｓ
Ｓ
〃

如
月
１
日
に
開
局
を
控
え
て

い
る
兵
庫
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
放
送

（
上
島
達
司
社
長
・
本
社
神
戸
）

の
局
の
愛
称
が
〃
エ
フ
エ
ム
・

キ
ッ
ス
″
に
決
ま
っ
た
。

局
と
リ
ス
ナ
ー
と
の
親
密
な

関
係
を
表
現
し
て
い
る
、
女
性

の
か
わ
い
い
色
気
を
感
じ
さ
せ

る
ｌ
な
ど
の
理
由
で
こ
の
名
称

が
採
用
さ
れ
、
今
後
は
局
の
キ

１
１４５
１

…
､ ＦＭキッスをヨロシ
ククと広報の布施さん

．
劇
鴬

擬
鍵

詣
歳
の
Ｏ
Ｌ
を
ヒ
ロ
イ
ン
に
、
そ
の

オ
ト
コ
達
と
の
交
流
を
描
く
連
作
短
篇

集
。
成
熟
し
た
い
い
女
・
芦
村
タ
ョ
リ

と
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
間
で
戦
わ
さ
れ
る

お
聖
さ
ん
お
得
意
の
オ
ト
コ
論
が
見
ど

こ
ろ
。
自
分
だ
け
の
フ
レ
ー
ズ
を
持
っ

て
世
を
渡
る
Ｏ
Ｌ
た
ち
の
一
一
一
励
が
、
時

折
り
可
愛
い
子
プ
リ
ッ
子
し
た
り
、
ち

ょ
っ
と
可
愛
い
く
も
あ
る
。
あ
っ
け
ら

か
ん
と
し
た
語
り
口
に
嫌
味
が
な
い
。

（
新
潮
社
刊
１
１
５
０
円
）

ヤ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
も
使

用
し
て
い
く
。

番
組
の
編
成
は
、
一
つ
一
つ

が
個
性
を
持
ち
な
が
ら
も
、
虹

の
よ
う
に
変
化
す
る
「
レ
イ
ン

ポ
ー
・
レ
ペ
ル
ト
ワ
ー
ル
」
（
虹

の
編
成
）
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

Ｔ
Ｐ
Ｏ
に
合
わ
せ
た
音
楽
情
報

を
発
信
し
、
感
性
豊
か
な
Ｌ
ａ

（
女
性
）
を
中
心
に
都
会
派
の

ヤ
ン
グ
・
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
層

の
〃
ｋ
ｉ
Ｓ
Ｓ
ｎ
ｅ
ｒ
（
キ
ッ

ス
＋
リ
ス
ナ
ー
の
合
成
語
）
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
神
戸
ら
し
い

高
感
度
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
ク
リ

エ
ー
ト
し
て
い
く
。

■
Ｆ
Ｍ
キ
ッ
ス
よ
り
開
局
Ｐ
Ｒ
ス
テ
ッ

カ
ー
＆
カ
ー
ド
セ
ッ
ト
を
７
名
様
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
神
戸
っ
子
「
Ｆ
Ｍ
キ
ッ
ス

係
」
ま
で
葉
書
で
お
申
し
込
み
を
。

い
ざ
な

☆
バ
ザ
ー
へ
の
誘
い

先
月
号
の
本
棚
で
、
神
戸
南

Ｒ
Ｖ
Ｃ
主
催
に
よ
る
語
学
講
習

会
の
紹
介
を
し
た
が
、
続
い
て

同
団
体
で
は
留
学
生
を
対
象
と

し
た
バ
ザ
ー
を
行
う
。

５
月
”
日
午
前
ｎ
時
か
ら
、

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
田
崎
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
ス
ク
ェ
ア
（
田
崎

ジ
ュ
エ
リ
ー
ビ
ル
内
）
に
て
。

今
回
の
バ
ザ
ー
に
は
和
洋
食

器
類
、
ポ
ッ
ト
等
の
商
品
が
出

品
さ
れ
、
留
学
生
に
対
し
て
は

Ｒ
Ｖ
Ｃ
設
定
市
価
の
１
割
で
、

一
般
に
は
同
じ
く
３
割
で
販
売

さ
れ
る
。

掘
り
出
し
物
も
ザ
ク
ザ
ク
あ

り
そ
う
な
の
で
、
足
を
運
ん
で

み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

図
書

ガ
イ
ド

会
社
を
辞
め
現
在
は
大
学
で
日
本
近

現
代
詩
の
講
師
を
務
め
る
華
者
が
、
定

年
前
後
に
書
い
た
も
の
を
ま
と
め
た
詩

集
。
単
純
明
快
な
散
文
で
「
生
命
保
険

が
満
期
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
」

退
社
す
る
と
い
っ
た
、
人
生
そ
の
も
の

を
斜
交
い
に
見
る
視
点
が
、
ユ
ー
モ
ラ

ス
で
新
鮮
に
感
じ
ら
れ
る
。
布
団
に
漢

転
が
っ
て
衷
酒
を
チ
ビ
チ
ピ
や
る
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
に
是
非
お
推
め
し
た
い
。

（
編
集
工
房
ノ
ア
刊
２
０
０
０
円
）

言
犀
儒
犀
晶
叶
郁
華
》
き
健
司

同
人
誌
の
匂
い
の
す
る
手
作
り
の
ニ

ッ
セ
イ
集
。
手
番
き
オ
フ
で
少
々
読
み

難
い
処
は
あ
る
が
、
長
年
、
岐
阜
の
文

化
向
上
に
努
め
て
と
ら
れ
た
築
者
の
、

そ
の
人
生
に
於
て
得
た
体
験
を
も
と
に

書
か
れ
る
エ
ッ
セ
イ
は
、
生
活
臭
が
染

み
込
ん
で
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
書
か
れ

た
も
の
だ
か
ら
、
同
年
代
（
花
才
）
の
方

々
に
は
額
け
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

自
費
出
版
問
合
せ
宮
０
５
８
２
１
３

１
１
５
７
７
０
（
５
０
０
円
）
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ど

☆
社
会
党
の
河
上
民
雄
前
衆
議
院
議
員

は
、
国
会
在
職
加
年
、
政
治
生
活
銅
年

に
終
止
符
を
打
ち
、
東
京
と
神
戸
を
足

場
に
、
学
問
と
評
論
の
逆
を
歩
ま
れ
ま

す
。自

宅
〒
噸
長
田
区
御
屋
敷
通
３
ｌ
１
ｉ

３
１
１
５
０
５
束
京
〒
哩
塁
凧
都
渋

谷
区
西
原
２
１
評
１
６

☆
４
月
９
日
（
月
）
よ
り
、
株
式
会
社
シ

ャ
ル
レ
（
林
雅
晴
代
表
取
締
役
社
長
）

の
本
社
が
移
転
。
〒
噸
ｉ
皿
須
磨
区
弥

栄
台
３
１
１
１
３
宮
０
７
８
１
７
９

２
１
７
０
０
０
㈹

★
新
星
和
不
動
産
株
式
会
社
（
平
島
一

代
表
取
締
役
社
長
／
取
締
役
神
戸
支
店

長
・
浦
長
瀬
稔
）
の
神
戸
支
店
が
移
転
。

新
住
所
は
〒
師
中
央
区
磯
辺
通
２
１
３

１
８
三
宮
南
ピ
ル
２
Ｆ
両
０
７
８
１

２
４
１
１
３
０
０
１
㈹

☆
サ
ウ
ナ
と
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
の
神
戸

レ
デ
ィ
ス
サ
ウ
ナ
（
山
田
佳
子
社
長
）

が
、
四
周
年
を
迎
え
、
４
月
加
日
朝
加

時
Ｉ
夜
１
時
迄
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
伽
円
蓮

草
浴
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
の
サ
ウ
ナ

料
金
は
す
べ
て
桶
祉
施
設
に
噛
ら
れ
ま

し
た
。
中
央
区
下
山
手
通
２
１
２
１
ｍ

ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
向
い
宮
０
７
８

１
３
２
１
１
４
７
４
２

★
エ
ド
モ
ン
ズ
大
学
日
本
校
（
溝
田
弘

利
総
長
・
理
蛎
長
）
が
４
月
皿
日
に
鮒

学
。
皿
日
に
入
学
式
を
挙
行
。
学
校
所

在
地
は
北
区
山
田
町
小
部
字
大
脇
山

言
５
９
２
１
２
０
２
０
神
鉄
北
鈴
蘭

台
駅
下
車
束
へ
瓶
、
（
徒
歩
約
加
分
）

★
月
刊
神
戸
っ
子
サ
ン
パ
チ
ー
ム
の
ダ

ン
ス
リ
ー
ダ
ー
安
田
美
佐
枝
さ
ん
が
、

４
月
４
日
に
〃
碧
い
葡
萄
〃
と
い
う
名

の
喫
茶
店
を
オ
ー
プ
ン
・
新
住
所
は
中

央
区
磯
辺
通
１
１
１
‐
岨
カ
サ
ペ
ラ
国

際
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
Ｂ
１
茸
０
７
８
１
２

５
１
１
５
０
５
６

☆
５
月
１
日
付
で
、
有
限
会
社
月
刊
神

戸
っ
子
の
社
長
に
小
泉
康
夫
、
編
災
長

に
小
泉
美
喜
子
、
副
編
錐
長
に
佐
井
裕

勝
が
就
任
し
ま
し
た
。

◎
訂
正
と
お
詫
び
本
誌
４
月
号
る
ぽ

る
た
１
じ
ゃ
神
戸
の
写
真
説
明
で
、
ロ

イ
ヤ
ル
パ
ー
ル
は
オ
リ
エ
ン
ト
パ
ー
ル

商
会
に
訂
正
し
心
よ
り
お
詫
び
致
し
ま

す
。

剛
円
）選

び
ぬ
か
れ
た
上
質
葉
と
熟

練
の
技
術
が
生
み
出
し
た
リ
ッ

チ
な
味
わ
い
で
、
愛
煙
家
の
評

☆
味
わ
い
深
い
一
服
を

日
本
た
ば
こ
産
業
が
今
春
の

目
玉
商
品
と
し
て
登
場
さ
せ
た

〃
セ
レ
ク
ト
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ

ト
″
（
キ
ン
グ
サ
イ
ズ
別
本
入

チ
な
味
わ
い
で
、
愛
煙
家
一

判
も
上
々
。

や
す
ら
ぎ
の
ひ
と
時
に
、

う
ぞ
お
試
し
下
さ
い
。

花時計遅
れ
を
と
る
〃
神
戸
″

神
戸
と
い
う
街
の
特
質
と

目
指
し
て
い
る
方
向
と
し
て

第
一
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市

神
戸
の
創
造
が
あ
る
。
そ
し

て
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市

神
戸
を
目
指
す
、
と
い
う
方

向
が
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
に

は
、
国
際
ス
ポ
ー
ツ
都
市
と

し
て
名
乗
り
を
上
げ
て
い

繍弓'三１

１
１４６
１

／

夕

る
。
さ
ら
に
、
昨
秋
、
Ｗ
・

Ｆ
。
Ｆ
が
実
施
さ
れ
た
の
を

機
会
に
グ
ル
メ
都
市
宣
言
が

行
わ
れ
、
指
向
す
る
べ
き
道

を
探
し
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
に
先
鞭
を
つ
け

気
を
吐
い
て
き
た
。
こ
こ
に

き
て
、
振
り
返
っ
て
見
れ
ば

先
鞭
は
つ
け
た
も
の
の
、
他

都
市
の
追
い
上
げ
が
激
し
く

追
い
抜
か
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
施
設
な
ど
は
、
神
戸
は
漸

く
見
本
市
展
示
場
の
二
館
目

が
陽
の
目
を
見
る
。
最
近
完

成
し
た
〃
幕
張
メ
ッ
セ
″
の

規
模
は
ド
イ
ツ
の
デ
ュ
ッ
セ

リッチな味わいを

Ｑ

■

☆
グ
ル
メ
と
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
の

エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
出
逢
い

４
月
型
日
、
淡
路
フ
ェ
リ
ー

ボ
ー
ト
の
双
胴
高
速
ク
ル
ー
ザ

ー
〃
く
い
’
ん
ろ
つ
こ
う
″
の

淡
路
島
一
周
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
と

ホ
テ
ル
ア
ナ
ガ
の
和
食
グ
ル
メ

を
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
し
た
ツ
ア
ー

が
、
家
族
連
れ
や
カ
ッ
プ
ル
を

集
め
て
行
わ
れ
た
。
大
人
か
ら

子
供
ま
で
無
条
件
に
瀬
戸
内
の

風
と
料
理
を
楽
し
ん
で
い
た
。

５
月
旭
日
に
も
同
様
の
企
画

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら

は
料
理
が
洋
食
に
変
わ
る
。

お
問
合
せ
・
お
申
込
み
は
、
淡
路
フ
ェ
リ

ー
ボ
ー
ト
茸
７
３
５
１
０
８
８
８
ま
で
。

★
布
引
の
滝
が

日
本
の
滝
百
選
に
選
ば
れ
る

中
央
区
に
あ
る
布
引
の
滝
が

全
国
か
ら
厳
選
さ
れ
た
「
日
本

の
滝
百
選
」
に
選
ば
れ
た
。

こ
れ
は
自
然
景
観
に
優
れ
、

ま
た
滝
周
辺
の
自
然
環
境
も
考

慮
の
上
、
決
定
さ
れ
た
も
の
。

主
催
の
環
境
保
護
団
体
で
は

住
民
の
手
で
滝
を
守
っ
て
ほ
し

い
と
期
待
し
て
い
る
。

ル
ド
ル
フ
の
メ
ッ
セ
会
場
に

匹
敵
す
る
程
で
あ
る
。

大
阪
南
港
の
見
本
市
会
場

イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
も
全
七

館
を
擁
す
る
堂
々
た
る
施
設

で
あ
る
。

神
戸
は
何
故
遅
れ
を
と
る

の
か
、
折
角
に
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
清
新
な
ア
イ
デ
ィ
ア
、

情
報
を
得
な
が
ら
生
か
せ
な

い
◎兎

と
亀
の
競
争
も
ど
き
で

は
な
い
か
。
折
角
の
ヴ
ィ
ジ

ョ
ン
を
掲
げ
て
も
実
現
さ
せ

て
い
く
気
力
と
気
迫
が
な
け

れ
ば
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
。八

Ｙ
Ｖ

｢ くい－んろつこう」で淡路へ

●
六
○
ｍ
ｍ
で
○
い
『
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く８＞

ｔ
釘
肌
琴

名
精
神
科
医

高
橋
孟
八
マ
ン
ガ
と
文
ｖ

今
生
的
歳
に
な
る
寝
た
つ
き
り
の
老
婆
が
、
あ
る
日
突

然
歩
き
だ
し
て
、
介
護
に
疲
れ
は
て
て
い
た
娘
を
驚
か
せ

た
と
い
う
。
娘
と
い
う
の
は
、
私
の
仲
間
の
女
性
マ
ン
ガ

家
で
「
ほ
ん
と
に
マ
ン
ガ
の
よ
う
な
話
な
の
／
」
と
声
を

弾
ま
せ
て
い
る
。

あ
る
日
「
絵
で
も
描
い
た
ら
…
」
と
、
買
っ
て
き
た
ス

ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
と
ク
レ
ヨ
ン
を
何
げ
な
く
置
い
た
ら
、
お

母
さ
ん
が
飛
び
つ
い
て
き
た
の
だ
そ
う
だ
。
世
の
中
に
は

不
思
議
な
こ
と
も
あ
る
も
の
だ
。
と
、
聞
い
た
私
も
驚
い

た
。
ボ
ケ
て
い
た
は
ず
の
お
母
さ
ん
が
「
急
に
眼
が
輝
い

て
き
た
の
よ
ノ
．
」
と
い
う
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
は
、

毎
日
の
よ
う
に
、
近
く
の
公
園
に
出
か
け
て
は
ス
ケ
ッ
チ

を
は
じ
め
、
見
物
人
に
ほ
め
ら
れ
て
生
き
生
き
し
て
い
る

そ
う
だ
「
そ
れ
が
ま
た
上
手
な
の
・
・
・
」
と
二
度
ビ
ッ
ク
リ

し
て
い
る
。

お
母
さ
ん
は
、
そ
の
昔
文
学
少
女
だ
っ
た
ら
し
い
か
ら
、

今
ま
で
は
原
稿
用
紙
を
あ
た
え
て
あ
っ
た
ら
し
い
。
ほ
ん

と
は
、
絵
が
描
き
た
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
医
学
的

に
ど
う
説
明
で
き
る
か
知
ら
な
い
が
、
潜
在
能
力
を
引
き

出
さ
せ
た
彼
女
の
ア
イ
デ
ア
に
感
服
す
る
ば
か
り
だ
。
彼

女
が
精
神
科
医
な
ら
「
名
医
」
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

後
日
、
酒
友
の
医
者
に
話
し
た
ら
「
医
学
書
に
な
い
も

の
が
人
体
を
左
右
す
る
こ
と
が
あ
る
」
そ
う
で
「
生
か
す
も

殺
す
も
医
者
の
言
葉
次
第
と
い
う
こ
と
も
あ
る
」
の
だ
そ

う
だ
。そ

こ
で
、
つ
く
づ
く
、
私
が
ボ
ケ
た
ら
娘
が
八
何
を
あ

た
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
…
…
Ｖ
と
思
う
の
で
あ
る
。

(（

”
鴬
裳
オ
ー
亥
二
徳
風
巷

癖α
磯
蒋
擬
大
谷
昌
代

８画、‐域
全
国
葬
祭
事
業
協
同
組
合

唖
一
神
戸
葬
祭
事
業
協
同
組
合
理
事

雑
神
戸
市
規
枯
葬
儀
取
扱
指
定
店
理
事

抑
本
社
／
神
一
戸
市
長
田
区
松
野
通
１
１
皿
Ｉ
準

禽
Ｏ
７
８
１
６
２
１
ｉ
０
０
８
９

鈴
蘭
台
支
店
／
宮
０
７
８
１
５
９
２
‐
５
４
８
５

１
１４７
１
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革
工
芸
）
の
教
室
を
開
い
た
四
、
五
年
前
だ
っ
た
ろ
う
か
。

「
財
布
や
小
物
を
作
っ
て
い
た
生
徒
さ
ん
が
、
靴
も
手
づ
く
り

で
や
れ
な
い
か
、
と
い
う
ん
で
、
私
も
趣
味
や
か
ら
考
え
た
ん
で

す
。
一
枚
の
皮
で
一
足
作
る
と
こ
ろ
ま
で
、
丸
二
年
は
試
行
錯
誤

の
毎
日
で
し
た
ね
え
」

ま
ず
中
底
を
中
心
に
、
両
翼
の
甲
皮
を
折
り
合
わ
せ
て
ス
テ
ッ

チ
を
つ
づ
る
だ
け
で
、
だ
れ
で
も
手
作
り
可
能
な
と
こ
ろ
へ
到
達

し
た
。
靴
の
手
作
り
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
〃
常
識
″
を
、

ま
ず
破
っ
て
、
世
界
で
た
だ
一
足
の
〃
自
分
の
靴
″
を
送
り
出
し

た
。

「
お
客
さ
ん
の
足
の
サ
イ
ズ
を
測
っ
て
、
そ
れ
を
一
枚
の
皮
か

ら
裁
断
し
、
靴
底
、
ロ
ウ
ぴ
き
の
麻
糸
、
縫
い
糸
、
錯
建
看
剤
、
靴

型
な
ど
を
キ
ッ
ト
（
材
料
ひ
と
そ
ろ
え
）
に
し
て
、
説
明
書
通
り

に
作
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
ん
で
す
」

今
で
こ
そ
、
こ
と
も
な
げ
に
語
る
が
、
当
時
の
苦
心
が
ど
ん
な

も
の
か
は
知
っ
て
い
る
。

足
型
を
と
り
な
が
ら
、
人
間
の
足
は
右
と
左
と
で
は
長
さ
も
幅

も
ち
が
う
こ
と
に
、
イ
ヤ
と
い
う
ほ
ど
思
い
当
た
る
。
ま
し
て
、

足
が
変
形
し
て
い
る
人
の
、
い
か
に
多
い
か
に
、
び
っ
く
り
し
た

と
い
う
。

が
い
は
ん
ぽ
し

「
そ
の
典
型
が
、
外
反
母
指
（
親
指
の
骨
が
外
側
に
突
き
出
て
、

靴
を
は
け
ば
痛
む
症
状
）
で
す
。
原
因
は
靴
で
す
わ
。
本
来
、
足

の
形
は
地
下
足
袋
み
た
い
に
先
が
開
い
て
ま
す
わ
ね
。
そ
れ
を
、
デ

だ
れ
が
名
づ
け
た
の
か
「
魔
法
の
靴
」
が
、
評
判
を
呼
ん
で
い

て
ら
さ
曲

る
。
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
寺
前
利
教
さ
ん
に
い
わ
せ
れ
ば
、
魔
法
で

も
何
で
も
な
い
の
だ
が
、
靴
に
対
す
る
意
識
革
命
へ
、
起
爆
効
果

を
も
た
ら
せ
た
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。

い
つ
だ
っ
た
か
、
酒
の
席
で

「
お
た
く
の
靴
、
作
っ
た
げ
る
わ
」

い
わ
れ
る
ま
ま
同
い
年
の
気
安
さ
も
あ
っ
て
、
紙
の
上
に
立
つ

と
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
足
型
を
な
ぞ
ら
れ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
グ

リ
ー
ン
の
皮
靴
が
届
い
た
。
は
い
て
み
る
と
、
靴
を
は
い
た
と
い

た
び

う
感
覚
は
な
い
。
阿
波
踊
り
の
足
袋
は
だ
し
さ
な
が
ら
で
あ
る
。

舞
い
踊
る
気
分
の
は
ず
み
で
、
座
敷
を
歩
き
回
っ
た
。
小
学
校

の
遠
足
前
夜
、
新
し
い
運
動
靴
を
は
い
て
行
っ
た
り
来
た
り
し
た

よ
う
に
。

だ
か
ら
、
Ｐ
Ｒ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
あ
り
の
ま
ま
を
紹
介
し
た

い
と
思
っ
た
。
し
か
し
、
神
戸
市
長
田
区
苅
藻
通
六
丁
目
七
ノ
ー

の
大
神
産
業
を
訪
ね
て
、
な
ま
じ
っ
か
な
Ｐ
Ｒ
は
、
か
え
っ
て
寺

前
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。
全
国
か
ら
の

注
文
、
要
望
に
応
じ
か
ね
る
状
態
を
、
こ
の
目
で
見
た
か
ら
で
あ

る
。も

と
も
と
が
皮
革
材
料
と
靴
の
中
底
の
卸
業
者
だ
っ
た
。
今

も
、
牛
皮
が
作
業
所
、
倉
庫
に
、
天
井
ま
で
積
み
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
〃
本
職
″
を
ほ
っ
ぽ
り
出
し
て
？
「
ラ
・
ク
ー
ッ
（
楽

な
ク
ッ
ピ
に
打
ち
込
む
き
っ
か
け
は
、
レ
ザ
ー
・
ク
ラ
フ
ト
（
皮

●

区

１
１４８
１

■

■

るほるた一じゆ神戸

つ
の
靴

カ
メ
ラ
・
池
田
年
夫
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最近、親指の骨が外側に突き出て、靴をはけば痛むという､ 外反母指" が
ふえている。デザイン優先の靴造りがもたらした典型的な弊害である。 靴に足を合わせるのではなく、足に靴を合わせる。

チョッ卜した逆発想から生まれた「魔法の靴｣ 。

ザ
イ
ン
優
先
で
、
先
の
と
が
っ
た
、
き
ゅ
う
く
っ
な
型
へ
押
し
込

ん
で
、
お
ま
け
に
、
ハ
イ
ヒ
ー
ル
な
ん
か
、
す
べ
り
台
（
ヒ
ー
ル

の
傾
斜
）
に
か
け
て
、
先
へ
先
へ
と
全
体
重
を
乗
せ
て
い
く
ん
や

か
ら
、
足
形
が
い
が
む
の
も
当
た
り
前
な
ん
で
す
」

自
分
の
足
に
合
っ
て
こ
そ
、
自
分
の
靴
だ
。
な
の
に
、
靴
に
足

を
合
わ
せ
る
た
め
に
足
が
変
形
す
る
、
と
い
う
の
で
は
異
常
な
逆

現
象
だ
と
い
う
。
並
み
の
商
売
人
な
ら
、
そ
れ
を
基
本
に
、
注
文

生
産
に
応
じ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
寺
前
さ
ん
は
ち
が
う
。

「
マ
ス
コ
ミ
で
、
自
分
の
靴
が
手
作
り
出
来
る
、
と
報
道
さ
れ

た
ら
、
最
初
は
関
東
、
そ
の
後
は
中
部
・
近
畿
の
各
地
か
ら
障
害

を
持
っ
た
人
の
問
い
合
わ
せ
が
殺
倒
し
ま
し
て
ね
。
電
話
が
一
日

二
回
、
パ
ン
ク
し
て
し
も
た
・
そ
れ
ほ
ど
、
足
の
障
害
に
悩
ん
で

い
る
人
が
多
い
こ
と
を
知
っ
て
、
改
め
て
考
え
ま
し
た
わ
」

相
談
の
電
話
が
あ
る
と
、
東
京
で
も
静
岡
で
も
、
寺
前
さ
ん
は

出
か
け
る
。
生
ま
れ
て
か
ら
靴
を
は
い
た
こ
と
は
な
い
、
と
い
う

人
も
い
る
。
そ
ん
な
時
ほ
ど
寺
前
さ
ん
は
フ
ァ
イ
ト
を
燃
や
す
。

「
僕
が
会
う
た
一
人
は
、
既
製
の
靴
が
は
け
な
い
た
め
に
、
外

出
す
る
時
は
、
ピ
ー
ー
ー
ル
の
袋
で
足
首
を
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
し
て

ふ
ろ
し
さ

ま
し
た
。
僕
の
思
い
も
、
い
っ
し
ょ
で
す
。
風
呂
敷
で
足
を
包
み

込
む
感
覚
が
す
べ
て
な
ん
や
か
ら
」

ま
ず
足
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
包
む
靴
が
あ
る
、
と
い
う
発
想
だ
。

も
ち
ろ
ん
、
風
呂
敷
な
ら
ぬ
皮
袋
で
足
を
包
ん
だ
と
て
、
靴
と
い

う
体
裁
に
は
な
ら
な
い
。
大
き
さ
も
デ
ザ
イ
ン
も
、
さ
ま
ざ
ま
で

あ
っ
て
も
、
靴
に
変
わ
り
は
な
い
の
だ
か
ら
。

事
務
所
の
日
程
表
は
、
ピ
ッ
シ
リ
埋
ま
っ
て
い
る
。
東
京
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
、
マ
ッ
サ
カ
ヤ
名
古
屋
友
の
会
、
大
阪
毎
日
文
化
セ
ン
タ

ー
、
灘
神
戸
生
協
文
化
セ
ン
タ
ー
、
岡
山
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
…
…
。
い
ず
れ
も
寺
前
さ
ん
の
講
座
を
待
っ
て
い
る
。

「
商
売
の
宣
伝
で
行
く
ん
と
違
い
ま
っ
せ
。
こ
れ
だ
け
は
問
い

と
い
て
よ
。
女
の
人
の
七
割
か
ら
八
割
が
、
親
指
の
付
け
根
が
痛

い
、
小
指
の
シ
メ
が
変
形
し
た
、
と
〃
症
状
″
を
訴
え
て
い
る
の

は
、
デ
ザ
イ
ン
だ
け
の
靴
に
原
因
が
あ
る
こ
と
を
い
い
た
い
こ
と

と
、
靴
と
い
う
の
は
、
自
分
の
足
の
た
め
に
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

欲
し
い
た
め
や
、
い
う
こ
と
を
」

だ
け
ど
、
ふ
つ
う
講
座
の
時
間
設
定
は
、
二
時
間
が
い
い
と
こ

ろ
だ
。
時
間
内
で
一
足
つ
く
り
上
げ
る
の
は
難
し
い
。
そ
れ
を
、

せ
め
て
三
時
間
で
編
み
上
げ
る
と
こ
ろ
ま
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し

て
、
二
時
間
以
内
に
到
達
感
を
味
あ
わ
せ
る
よ
う
工
夫
し
た
。
そ

れ
が
〃
大
受
け
″
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

し
か
し
、
何
ぷ
ん
本
物
の
牛
皮
で
あ
る
。
原
価
が
ど
う
な
っ
て

９
１
４
１
１
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屡・､巽鞠,、

蕊話
と

1 弾

０
１
５
１
１

い
る
の
か
は
知
ら
な
い
が
、
消
費
者
感
覚
か
ら
す
れ
ば
、
さ
ほ
ど

安
く
な
い
と
い
う
思
い
込
み
も
あ
る
。
そ
れ
で
い
て
、
キ
ッ
ト
が

女
性
用
八
千
五
百
円
、
男
性
用
が
八
千
八
百
円
。

「
も
う
か
ら
ん
つ
い
で
に
、
も
一
つ
だ
け
い
う
と
く
わ
。
皮
は

生
き
も
の
や
、
と
い
う
こ
と
は
知
つ
と
っ
て
や
ろ
。
皮
も
呼
吸
し

と
る
ん
や
か
ら
。
そ
れ
と
な
あ
、
牛
一
頭
の
丸
革
で
も
、
ト
リ
ミ

ン
グ
（
切
り
と
り
方
）
が
あ
る
ん
で
す
わ
」

牛
の
頭
か
ら
姥
の
方
向
に
沿
っ
て
皮
を
切
り
と
る
と
、
皮
は
左

右
に
伸
び
る
。
だ
か
ら
、
靴
に
し
た
と
き
、
窮
屈
さ
を
緩
和
さ
せ

る
。
そ
れ
を
、
背
中
と
腹
と
の
タ
テ
の
方
向
で
と
れ
ば
、
無
駄
を

少
な
く
と
れ
る
が
、
靴
と
し
て
は
左
右
の
弾
力
が
な
く
、
足
を
し

め
つ
け
る
だ
け
だ
。

採
算
を
考
え
れ
ば
後
者
を
選
び
た
い
と
こ
ろ
だ
が
寺
前
さ
ん
は

「
は
き
心
地
が
靴
の
生
命
。
う
ち
は
、
ぜ
い
た
く
に
使
う
」
と
、

ワ

■

人それぞれに違う足のサイズ。また、同じ人でも
右足と寿扉では長さも幅も微妙に違う。足を包み
こむという視点から出来あがったラ・クーツはど
んな人の足にもジャストフィットする。

皮の裁断は頭から尾の方向に沿って切りとられる。よりいっそうに
ぴったりと合う靴を作るための細やかな配慮がなされている。
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「足の障害に悩んでいる人がいかに多いか。デザイン優先の靴づ
くりに対する意識革命が必要です」と熱い口調で語る寺前さん。
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蕊蕊鳶

犀 方
針
を
曲
げ
な
い
。

そ
う
し
た
職
人
気
質
が
若
い
人
た
ち
に
は
理
解
さ
れ
な
い
せ
い

か
、
情
熱
的
に
仕
込
ん
だ
職
人
さ
ん
が
次
々
と
辞
め
て
行
っ
て
、

今
で
は
三
人
に
な
っ
た
。
最
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
が

「
よ
う
け
、
礼
状
を
も
ろ
て
ま
す
ね
ん
」

い
さ
さ
か
見
当
違
い
な
答
え
が
返
っ
て
き
た
。
目
の
前
に
積
ま

れ
た
ハ
ガ
キ
、
手
紙
は
、
ざ
っ
と
二
百
通
だ
が
、
靴
に
よ
る
苦
痛

か
ら
解
放
さ
れ
た
喜
び
の
声
は
十
倍
を
越
す
と
い
う
。
玉
津
の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
拠
点
を
置
く
脳
卒
中
友
の
会
の

機
関
紙
な
ど
で
、
寺
前
さ
ん
の
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
い
ず

れ
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
扱
い
で
あ
る
。

「
こ
の
反
響
が
、
も
の
す
ご
う
う
れ
し
い
て
な
あ
。
せ
や
け

ど
、
僕
一
代
で
、
こ
の
仕
事
は
し
ま
い
や
、
あ
と
継
い
で
く
れ
る

人
が
お
ら
ん
。
そ
な
い
思
う
た
ら
…
…
」

寺
前
さ
ん
は
、
そ
こ
で
言
葉
を
切
っ
た
。
ど
こ
か
で
フ
シ
切
れ

出口＝

鴬

鴬

鱗 て
い
る
。
善
人
ゆ
え
に
商
売
と
結
び
つ
け
る
こ
と
を
た
め
ら
い
、

さ
り
と
て
商
売
人
と
し
て
、
こ
れ
を
、
ど
う
継
続
発
展
さ
せ
る

か
、
悩
ん
で
い
る
は
ず
な
の
に
。

あ
る
い
は
、
そ
う
し
た
反
響
に
支
え
ら
れ
て
、
揺
ら
ぐ
こ
と
の

な
い
自
信
が
つ
い
た
せ
い
な
の
か
。

「
キ
ッ
ト
に
入
れ
る
足
型
に
し
て
も
、
ふ
つ
う
な
ら
（
ア
ル
ミ

や
樹
脂
な
ら
）
高
く
つ
く
ん
で
す
が
、
メ
ー
カ
ー
に
頼
ん
で
硬
質

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
で
作
っ
て
も
ろ
た
ら
、
も
の
す
ご
く
コ
ス
ト
を

下
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
て
ね
え
」

つ
ま
り
、
や
る
気
な
の
だ
。
高
級
な
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
と
は
全

く
ち
が
っ
て
、
足
の
健
康
を
守
る
カ
ジ
ュ
ア
ル
・
グ
ッ
ズ
と
し
て

の
〃
ラ
・
ク
ー
ッ
〃
を
、
生
み
出
し
た
誇
り
が
、
い
ま
、
こ
の
人

を
包
ん
で
い
る
。

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
く
れ
れ
ば
い
い
の
に
。
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Ｇ
町
を
南
北
に
分
け
て
、
吉
野
川
が
流
れ
る
。
依
子
は
、
大
川

橋
の
欄
干
に
肘
を
つ
き
、
そ
の
川
の
流
れ
を
見
下
ろ
し
て
い
た
。

上
流
か
ら
吹
く
風
が
心
地
よ
い
。
時
間
を
忘
れ
そ
う
に
な
っ
て
、

腕
時
計
を
見
た
。

こ
の
場
所
か
ら
数
分
下
っ
た
と
こ
ろ
の
喫
茶
店
で
、
達
男
と
会

う
約
束
を
し
て
い
た
。
ま
も
な
く
、
そ
の
時
間
に
な
る
。
顔
を
上

げ
て
、
喫
茶
店
の
あ
る
ほ
う
を
見
や
っ
た
が
、
ま
た
虚
ろ
に
目
を

川
へ
戻
し
た
。

父
の
病
院
か
ら
去
っ
た
直
後
に
、
依
子
は
劇
団
を
持
つ
男
と
暮

ら
し
始
め
た
。
経
営
は
不
振
で
、
依
子
が
働
い
て
得
た
給
料
も
劇

団
の
費
用
に
持
っ
て
い
か
れ
る
の
で
、
生
活
は
い
つ
も
困
窮
し
て

い
た
。
し
か
し
、
焦
っ
た
り
諦
め
た
り
愚
痴
を
こ
ぼ
す
こ
と
も
な

く
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
脚
本
を
書
き
、
演
技
指
導
に
悩
む
男
の
姿

に
、
依
子
は
充
足
し
て
い
た
。

「
辛
抱
も
、
あ
と
少
し
で
お
し
ま
い
さ
」

そ
ん
な
言
葉
が
珍
し
く
男
の
口
か
ら
も
れ
た
矢
先
だ
っ
た
。
思

い
が
け
な
く
依
子
は
急
性
の
胃
潰
傷
で
入
院
し
た
。
見
舞
い
に
来

な
い
男
を
恨
め
し
く
思
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
男
を
信
じ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
自
宅
療
養
に
ア
パ
ー
ト
へ
戻
っ
て
み
る
と
、
男
の
所

持
品
は
何
ひ
と
つ
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ど
こ
に
そ
ん
な
お
金

が
あ
っ
た
の
か
全
局
級
マ
ン
シ
ョ
ン
で
他
の
女
と
同
棲
し
て
い
た
。

ひ
と
り
で
出
歩
け
る
よ
う
に
な
る
と
、
依
子
は
そ
の
マ
ン
シ
ョ

ン
を
訪
ね
た
。
ビ
キ
ニ
の
水
着
を
つ
け
た
十
七
、
八
の
女
の
子
が
、

息
を
弾
ま
せ
て
応
対
に
出
た
。
モ
デ
ル
タ
レ
ン
ト
と
し
て
、
テ
レ

ビ
に
も
出
演
し
て
い
る
と
耳
に
し
て
い
た
が
、
依
子
を
証
し
げ
に

眺
め
る
瞳
に
、
未
熟
な
硬
さ
が
残
る
躯
に
は
似
合
わ
な
い
、
生
活

の
垢
か
ら
生
ま
れ
た
よ
う
な
卑
し
い
も
の
が
ぐ
ず
ぶ
っ
て
い
た
。

「
あ
ん
た
誰
？
」

「
あ
な
た
に
用
事
が
あ
っ
て
来
た
ん
じ
ゃ
な
い
わ
」

女
の
子
は
ふ
ん
と
鼻
を
な
ら
し
て
奥
へ
引
っ
込
み
、
し
ば
ら
く

し
て
ス
ロ
ー
プ
に
身
を
包
ん
だ
男
の
胴
に
腕
を
ま
わ
し
て
や
っ
て

き
た
。

「
先
生
の
知
り
合
い
」

先
生
と
呼
ば
れ
た
男
は
、
依
子
を
見
て
眉
を
ひ
そ
め
た
ま
ま
黙

っ
て
い
る
。

「
ま
さ
か
、
こ
の
野
暮
つ
た
い
人
と
も
で
き
て
た
ん
じ
ゃ
な
い
で

よ
』
フ
」

今
度
は
男
の
首
に
腕
を
巻
き
付
け
、

「
ど
う
だ
っ
て
い
い
け
ど
さ
あ
」

男
の
頬
に
唇
を
押
し
あ
て
た
。
赤
い
キ
ス
マ
ー
ク
が
で
き
た
の

を
指
で
突
っ
つ
き
、
女
の
子
は
下
品
な
高
笑
い
を
あ
げ
た
。
そ
の

笑
い
は
な
か
な
か
止
ま
ら
な
く
、
は
っ
と
し
た
時
に
は
、
首
に
回

さ
れ
た
女
の
子
の
腕
を
依
子
は
爪
で
引
っ
掻
い
て
い
た
。

ﾘ ラ

１
１５３
１

今

そ
の
夕
方
、
依
子
は
Ｇ
町
へ
行
っ
た
。

「
帰
り
の
バ
ス
は
七
時
で
終
わ
る
ん
や
で
、
今
頃
か
ら
行
か
ん
で

も
、
明
日
に
す
れ
ば
」

出
際
に
玄
関
ま
で
追
い
か
け
て
き
た
母
の
目
は
、
哀
願
で
潤
ん

で
さ
え
い
た
。

「
高
校
の
友
達
に
会
う
の
よ
」

最
も
そ
う
な
嘘
が
、
す
る
す
る
言
え
た
。

「
陽
が
か
げ
っ
て
出
か
け
る
な
ん
て
、
誰
が
見
て
ど
ん
な
ふ
う
に

誤
解
す
る
か
わ
か
ら
ん
や
ろ
う
」

「
相
変
わ
ら
ず
、
世
間
体
を
気
に
し
て
る
の
ね
、
私
だ
っ
た
ら
何

を
言
わ
れ
て
も
平
気
な
ん
だ
け
ど
」

淡
々
と
し
た
返
答
に
、
母
の
顔
が
苦
痛
に
歪
む
。
こ
ん
な
や
り

と
り
事
態
も
だ
が
、
母
の
泣
き
面
を
見
る
の
は
、
ひ
ど
く
煩
わ
し

か
っ
た
。
運
良
く
と
言
お
う
か
、
奥
の
間
か
ら
父
の
声
が
し
た
。

「
ほ
ら
、
お
父
さ
ん
が
呼
ん
で
る
よ
」

唇
に
笑
い
が
こ
ぼ
れ
た
こ
と
で
、

「
お
ま
え
の
よ
う
な
子
は
…
…
」

と
い
う
母
の
声
は
涙
に
ま
じ
り
、
い
か
に
も
辛
そ
う
に
躯
を
こ

ご
め
て
引
き
返
し
て
行
っ
た
。

バ
ス
は
Ｇ
町
の
駅
前
に
停
車
し
た
。

依
子
の
足
は
駅
の
待
合
い
室
へ
急
い
だ
。
ジ
ー
パ
ン
の
ポ
ケ
ッ

ト
か
ら
十
円
玉
を
掴
み
出
し
、
赤
電
話
へ
投
入
す
る
。

事
務
員
ら
し
い
女
の
声
が
聞
こ
え
る
と
、
依
子
は
名
を
偽
っ
て

達
男
を
呼
び
出
し
て
も
ら
っ
た
。神戸
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ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
三
度
な
り
、
振
り
向
く
と
、
八
野
田
メ
リ
ヤ

ス
Ｖ
と
黒
字
で
印
刷
さ
れ
た
ベ
ー
ジ
ュ
色
の
車
が
橋
の
上
で
停
ま

り
、
達
男
が
窓
か
ら
首
を
出
し
て
い
た
。

「
乗
っ
て
」

助
手
席
に
座
る
と
、
車
は
鈍
い
音
を
あ
げ
、
走
り
出
し
た
。
腕

時
計
を
見
る
と
、
時
間
通
り
だ
っ
た
。

「
こ
こ
に
い
る
こ
と
、
す
ぐ
に
わ
か
っ
た
の
」

「
ヨ
シ
コ
ち
ゃ
ん
は
目
に
つ
く
も
ん
な
あ
」

達
男
の
声
は
弾
ん
で
い
た
。

車
は
対
向
車
の
少
な
い
山
裾
の
狭
い
道
を
縫
っ
て
行
く
。
山
肌

が
黒
く
陰
り
、
集
落
か
ら
外
れ
て
ぽ
ち
り
ぽ
ち
り
と
立
つ
民
家
の

窓
か
ら
、
燈
色
の
灯
り
が
も
れ
る
。

名
前
の
知
ら
な
い
川
沿
い
に
着
い
た
。

開
け
放
し
た
窓
へ
、
河
原
か
ら
涼
し
い
風
が
舞
い
込
む
。
風
に

誘
わ
れ
車
を
降
り
た
。
達
男
が
足
早
に
追
っ
て
き
た
。

色
白
の
顔
に
、
紅
を
あ
し
ら
っ
た
よ
う
な
唇
が
あ
る
。
紅
い
だ

け
で
も
男
と
し
て
は
か
な
り
目
立
つ
も
の
を
、
彼
の
唇
は
赤
ん
坊

が
母
親
の
お
っ
ぱ
い
に
吸
い
つ
い
た
ま
ま
成
長
し
た
よ
う
な
、
上

男
か
ら
飛
び
の
い
た
女
の
子
の
腕
の
一
点
に
、
み
る
み
る
朱
い

半
球
が
盛
り
上
が
っ
た
。
そ
の
鮮
や
か
さ
に
錯
乱
し
、
依
子
は
女

の
子
の
躯
に
つ
か
み
か
か
ろ
う
と
し
た
。

「
や
め
ろ
。
こ
の
子
は
お
ま
え
と
違
っ
て
高
い
ん
だ
ぞ
」

男
が
女
の
子
の
前
に
立
ち
塞
が
っ
た
。

マ
ン
シ
ョ
ン
を
飛
び
出
し
た
後
、
ど
こ
を
ど
の
よ
う
に
走
っ
た

の
か
、
依
子
は
覚
え
て
い
な
か
っ
た
。
足
の
幅
よ
り
わ
ず
か
に
広

い
溝
へ
、
足
を
踏
み
は
ず
し
、
塀
へ
寄
り
掛
か
っ
た
と
き
に
な
っ

て
、
自
分
の
ア
パ
ー
ト
の
数
メ
ー
ト
ル
先
ま
で
帰
っ
て
き
て
い
る

こ
と
に
気
が
つ
い
て
い
た
の
だ
。

そ
の
晩
、
元
気
か
、
と
母
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
。
ふ
が
い
な
く

も
、
涙
が
こ
ぼ
れ
そ
う
に
な
っ
た
。
電
話
が
切
れ
た
後
も
そ
の
場

か
ら
離
れ
ず
、
親
子
な
の
だ
か
ら
、
と
い
う
言
葉
を
飴
玉
の
よ
う
に

舌
先
で
嘗
め
回
し
て
い
た
。
忘
れ
て
い
た
故
郷
の
景
色
が
、
昨
日
ま

で
い
た
場
所
の
よ
う
に
脳
裏
へ
色
濃
く
浮
か
び
上
が
っ
て
い
た
。

タ

下
に
め
く
れ
あ
が
っ
た
形
を
し
て
い
る
。

「
じ
っ
と
見
る
の
ん
、
や
め
て
え
な
ァ
。
ヨ
シ
コ
ち
ゃ
ん
て
、
む

か
し
か
ら
、
そ
う
し
て
じ
ろ
じ
ろ
見
る
癖
は
あ
っ
た
け
ど
な
ァ
」

達
男
は
小
石
を
拾
い
、
躯
を
や
や
斜
め
に
倒
し
て
川
面
へ
石
を

放
っ
た
。
石
は
三
度
し
ぶ
き
を
あ
げ
、
水
の
中
へ
吸
い
込
ま
れ
た
。

「
何
で
、
僕
が
ヨ
シ
コ
ち
ゃ
ん
の
家
で
世
話
に
な
つ
と
る
ん
か
、

そ
れ
が
聞
き
と
う
て
、
僕
を
呼
び
出
し
た
ん
や
ろ
」

「
わ
か
っ
て
る
な
ら
、
早
く
話
し
て
よ
」

小
さ
な
時
分
か
ら
、
依
子
の
ほ
う
が
横
柄
な
物
言
い
を
す
る
。

背
ば
か
り
高
く
て
威
厳
の
な
い
風
貌
か
ら
、
糸
こ
ん
に
ゃ
く
と
徒

名
ま
で
つ
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
従
兄
妹
の
間
柄
だ
が
、
伯
父
が

よ
そ
の
女
に
産
ま
せ
た
子
供
で
、
血
の
つ
な
が
り
は
な
い
。
小
学

校
の
入
学
直
前
に
引
き
取
ら
れ
て
き
た
。

親
戚
が
苦
手
な
依
子
も
、
Ｈ
町
に
あ
る
こ
の
家
だ
け
は
一
人
で

列
車
に
乗
り
、
泊
ま
り
が
け
で
遊
び
に
行
っ
た
も
の
だ
。
無
頓
着

な
伯
父
の
性
格
、
こ
の
付
近
に
は
珍
し
い
洋
風
建
て
の
家
も
楽
し

か
っ
た
。
し
か
し
、
第
一
に
は
、
伯
母
に
こ
つ
ぴ
ど
く
嫌
わ
れ
、

親
戚
の
枠
組
か
ら
ぽ
つ
ん
と
疎
外
さ
れ
た
立
場
の
達
男
に
、
依
子

の
好
奇
心
は
そ
そ
ら
れ
て
い
た
。

脅
え
を
含
ん
だ
目
で
伯
母
の
顔
色
を
盗
み
見
る
達
男
は
、
狭
い

小
屋
の
中
で
飼
わ
れ
た
鶏
の
よ
う
に
お
ど
お
ど
し
て
い
た
。

彼
が
高
校
三
年
の
夏
、
伯
父
が
不
慮
の
事
故
で
亡
く
な
っ
た
。

親
父
が
お
る
か
ら
我
慢
で
き
る
ん
で
ァ
、
と
言
っ
て
い
た
通
り
、

葬
儀
の
翌
日
、
彼
は
家
を
飛
び
出
し
て
い
た
。

「
七
年
間
も
、
ど
こ
で
何
を
し
て
い
た
の
」

達
男
は
、
影
絵
の
よ
う
な
辺
り
の
景
色
へ
見
る
と
も
な
く
目
線

を
流
し
、

「
大
阪
、
神
戸
、
名
古
屋
…
…
ヨ
シ
コ
ち
ゃ
ん
が
東
京
の
短
大
へ

行
っ
た
と
知
っ
て
、
東
京
で
働
い
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
で
こ

「
へ
え
、
東
京
の
ど
こ
？
」

「
も
う
、
あ
ち
こ
ち
」

笑
っ
て
膨
ら
ん
だ
彼
の
声
が
、
穴
が
あ
い
た
よ
う
に
萎
ん
で
い

く
。

一
年
に
一
度
、
こ
っ
そ
り
と
Ｈ
町
へ
一
戻
り
、
伯
父
の
墓
参
り
を

行

１
１５４
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し
た
後
、
村
へ
も
寄
っ
て
い
た
と
言
う
。
ち
ょ
う
ど
去
年
の
夏
、

村
を
歩
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
父
と
出
会
っ
た
ら
し
か
っ
た
。
伯
母

に
は
、
会
っ
て
な
い
。
会
い
た
く
な
い
、
と
憎
々
し
げ
に
き
っ
ぱ

り
言
っ
た
。

河
原
一
帯
の
広
い
範
囲
に
わ
た
り
、
地
虫
が
低
い
響
き
を
た
て

て
い
た
。
ま
も
な
く
、
す
っ
か
り
暮
れ
は
て
、
石
も
川
も
木
も
見

分
け
が
つ
か
な
く
な
り
そ
う
だ
っ
た
。

「
帰
ら
ん
と
」

息
を
詰
め
た
面
持
ち
で
、
達
男
が
依
子
を
見
つ
め
た
。

「
Ｇ
駅
ま
で
送
っ
て
、
一
緒
に
帰
っ
て
詮
索
さ
れ
る
の
は
う
っ
と

う
し
い
か
ら
」

「
バ
ス
が
な
い
で
ァ
」

「
タ
ク
シ
ー
よ
」

こ
と
も
な
げ
に
言
う
依
子
に
彼
は
押
し
黙
り
、
前
屈
み
で
歩
い

て
車
へ
も
ど
っ
た
。
走
行
す
る
車
の
中
で
、
依
子
が
何
を
話
し
か

け
て
み
て
も
、
彼
は
す
ね
た
よ
う
に
唇
を
へ
し
曲
げ
て
い
た
。

Ｇ
駅
の
手
前
で
停
車
す
る
と
、
達
男
は
交
通
安
全
の
お
守
り
袋

に
手
を
伸
ば
し
た
。
慌
た
だ
し
く
動
く
指
先
が
千
円
札
を
抜
き
取

っ
た
。

「
タ
ク
シ
ー
代
で
ァ
」

依
子
の
胸
元
へ
突
き
出
す
。

依
子
は
手
品
を
見
た
時
よ
り
も
驚
き
、
そ
れ
か
ら
こ
そ
ば
ゆ
い

笑
い
が
口
の
中
に
あ
ふ
れ
か
え
っ
た
。

「
妙
な
と
こ
ろ
へ
、
お
金
を
隠
す
趣
味
が
あ
る
ん
や
ね
え
」

「
そ
ん
な
こ
と
は
ど
う
で
も
え
え
か
ら
」

真
面
目
に
晩
み
、
手
に
千
円
札
を
強
硬
に
押
し
つ
け
た
。

い
つ
も
の
よ
う
に
座
卓
を
挟
ん
で
父
と
達
男
が
向
か
い
合
う
。

そ
こ
へ
ビ
ー
ル
を
運
ん
で
き
た
和
美
が
、
慣
れ
た
足
取
り
で
達
男

の
傍
へ
擦
り
寄
り
膝
を
つ
く
。
野
菜
サ
ラ
ダ
を
盛
っ
た
器
を
手
に

母
が
、
居
間
の
隅
で
新
聞
を
広
げ
て
い
る
依
子
に
、

「
あ
、
あ
ん
た
も
一
緒
に
」

と
、
遠
慮
が
ち
に
言
う
。
他
に
誰
も
声
を
か
け
る
者
は
い
な
か
っ

た
。
依
子
を
仲
間
に
入
れ
る
こ
と
を
拒
ん
だ
父
の
背
が
、
他
の
三

し

人
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
依
子
の
存
在
を
無
視
し
た
よ
う
に
、
彼

ら
だ
け
の
日
曜
日
と
し
て
振
る
舞
お
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

「
こ
の
十
一
月
に
な
、
達
ち
ゃ
ん
の
お
嫁
さ
ん
に
な
ら
は
る
ひ
と
」

こ
の
食
事
が
始
ま
る
一
時
間
ぐ
ら
い
前
に
、
母
は
、
和
美
を
紹

介
し
た
。
き
ま
り
悪
そ
う
に
細
い
目
を
し
ば
た
た
く
母
の
隣
で
、

少
女
趣
味
的
な
リ
ボ
ン
柄
の
エ
プ
ロ
ン
を
し
た
和
美
は
、
下
膨
れ

の
頬
を
幸
福
そ
う
に
紅
潮
さ
せ
、
杓
子
定
規
な
礼
を
し
て
い
た
。

先
日
、
達
男
は
結
婚
の
相
手
が
い
る
こ
と
な
ど
、
匂
わ
せ
も
し

な
か
っ
た
。
帰
郷
以
来
、
一
言
も
口
を
き
か
な
い
父
は
も
ち
ろ
ん
、

母
も
今
朝
ま
で
隠
し
て
い
た
。
冷
蔵
庫
が
買
い
替
え
ら
れ
、
電
子

レ
ン
ジ
の
購
入
さ
れ
た
台
所
は
、
今
で
は
依
子
よ
り
和
美
の
躯
が

慣
れ
親
し
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
。
依
子
は
惨
め
な
不
快
さ
を
か
み

し
め
て
い
た
。

「
も
う
す
ぐ
昼
ご
は
ん
に
な
る
け
ど
、
お
ま
え
、
お
腹
す
い
と
る

や
ろ
、
先
に
食
べ
た
ら
え
え
で
こ

母
が
、
一
人
分
お
願
い
、
と
言
う
と
、
和
美
は
す
っ
か
り
わ
か

っ
て
い
る
よ
う
な
動
作
で
冷
蔵
庫
の
扉
を
開
け
、
肉
の
包
み
を
取

り
出
し
た
。

「
よ
し
て
よ
、
私
に
気
を
使
う
の
は
」

「
別
に
お
ま
え
に
気
な
ん
か
。
ス
テ
ー
キ
用
の
肉
だ
か
ら
、
ど
う

せ
一
人
分
ず
つ
焼
か
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
し
、
ね
え
和
美
さ
ん
」

和
美
の
手
前
が
あ
り
、
懸
命
に
気
張
っ
て
言
う
母
は
、
そ
の
首

に
二
本
の
青
筋
を
浮
か
べ
て
い
た
。
和
美
は
包
み
を
握
っ
た
ま

ま
、
窮
屈
そ
う
に
肩
を
縮
め
て
足
元
に
目
を
落
と
し
て
い
た
。

母
が
、
先
に
食
べ
た
ら
、
と
言
っ
た
の
に
は
、
こ
の
時
す
で
に

苦
い
昼
食
風
景
を
想
定
し
て
い
た
か
ら
な
の
だ
。
依
子
は
、
苦
笑

を
浮
か
べ
て
立
ち
上
が
っ
た
。

あ
っ
、
と
母
が
口
走
っ
て
依
子
を
見
上
げ
、
和
美
が
見
上
げ
、

少
し
遅
れ
て
達
男
も
振
り
返
っ
た
。
し
か
し
、
つ
い
で
く
れ
、
と
言

う
父
の
一
言
で
、
皆
が
い
っ
せ
い
に
父
の
ほ
う
へ
向
き
直
っ
た
。

一
人
だ
け
閉
め
出
し
に
あ
っ
た
屈
辱
を
、
依
子
は
廊
下
を
歩
き

な
が
ら
噛
み
し
め
て
い
た
。

部
屋
へ
戻
る
な
り
、
ベ
ッ
ド
へ
躯
を
投
げ
出
す
と
、
依
子
は
胸

底
に
溜
ま
っ
た
泥
を
掬
い
上
げ
よ
う
と
し
て
、
長
い
長
い
息
を
吐

５
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繍鱗

い
た
。
四
人
が
そ
れ
ぞ
れ
に
憎
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
番
嫌
悪
す

る
の
は
、
目
に
同
情
と
困
惑
を
ち
ら
つ
か
せ
な
が
ら
、
父
の
機
嫌

を
と
っ
て
い
た
達
男
だ
。

蕊識
識瀞

屯

鯛
蝕唾露出翻意轟審

§ 爵

天
井
の
雨
染
み
に

ふ
と
十
年
以
上
も
前

か
ん
だ
。

ま
だ
中
学
生
だ
っ
た
頃
、
台
所
の
床
へ
、

天
井
か
ら
姐
虫
が
ぽ
と
ぽ
と
と
落
ち
て
き

た
。
母
が
半
ば
目
を
つ
ぶ
る
よ
う
に
し

て
、
新
聞
紙
で
床
の
岨
虫
を
取
っ
て
捨
て

た
後
、
天
井
へ
殺
虫
剤
を
振
り
掛
け
た
。

「
天
井
裏
で
、
鼠
か
何
か
が
死
ん
で
お
る

ん
じ
や
」

父
は
、
そ
う
言
っ
た
が
、
自
分
か
ら
上

っ
て
行
こ
う
と
し
な
い
。
ち
ょ
う
ど
、
そ

の
時
、
伯
母
に
連
れ
ら
れ
て
達
男
が
家
に

来
て
い
た
。
上
が
っ
と
い
で
、
と
伯
母
が

顎
を
突
き
出
し
た
。
彼
は
、
伯
母
の
頼
み

に
は
、
首
を
横
に
振
れ
な
い
子
供
だ
っ
た
。

天
井
裏
で
は
父
の
予
想
通
り
、
大
き
な
老

鼠
が
死
ん
で
い
た
。
死
骸
を
新
聞
紙
に
包

ん
で
降
り
て
来
た
彼
は
真
っ
青
で
、
軟
弱

な
躯
は
、
今
に
も
前
に
つ
ん
の
め
り
そ
う

に
見
え
た
。

後
始
末
を
終
え
て
戻
っ
て
き
た
彼
の
指

先
に
目
を
や
り
、

「
あ
あ
、
気
色
悪
う
」

伯
母
が
身
震
い
を
し
た
。

「
お
ま
ん
を
前
に
夕
飯
を
食
べ
る
と
、
岨

虫
が
目
に
浮
か
ん
で
く
る
で
ァ
」

彼
だ
け
後
回
し
に
し
た
の
だ
。

縁
側
で
膝
を
抱
え
て
丸
く
な
っ
た
達
男

の
姿
態
は
、
台
所
の
岨
虫
よ
り
も
醜
悪
だ

っ
た
。
食
卓
を
お
ど
お
ど
と
窺
い
見
る
目

は
、
泣
い
て
も
い
な
い
の
に
、
涙
袋
が
赤

く
腫
れ
上
が
っ
て
い
た
。

八
続
Ｖ

６
１
５
１
１

苛
立
た
し
い
感
情
を
ぶ
つ
け
て
い
る
内
に
、

の
出
来
事
が
、
汚
れ
た
輪
の
上
に
重
な
り
浮

i鑑＃

序

色
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